
警察常任委員会 管内調査報告書 （東播・淡路地区）           中田英一 

○日程 ７月２３日  

・加古川／明石／高砂警察署（署情概況調査） 

・小野警察署建設予定地視察（現地調査） 

・西脇／社／加西警察署（署情概況調査） 

・淡路／津名西警部派出所（現地調査） 

７月２４日  

・洲本／淡路／南あわじ警察署（署情概況調査） 

・南あわじ福良警部派出所（現地調査） 

・三木／垂水／神戸西警察署（署情概況調査） 

  

・今回はじめての警察常任委員会での管内調査でしたが、内容のほとんどは各地の警察署

を巡り署情概況の報告を受けるというものでした。これまでの農政常任委員会（おそらく

他の常任委員会も同じ）と異なり、先々でお会いする方はほぼ公務員（行政側）なので、

県庁の外に出てきたという感覚があまり感じられませんでした。 

しかし、現場で踏ん張っておられる方々（行政・県民生活を支えて下さっている方々）

という意味では同じですので、現場の声をしっかりと汲み上げて、効率的に、より充実し

た県民サービスが提供できるように調査をさせて頂きたいと思います。 

・警察署ごとの数字（犯罪件数や種別分類など）は資料発表等に代えさせて頂き、ここで

は特筆すべき傾向や、質疑応答の内容、および私の個人的な主要項目につき報告致します。 

 

○犯罪の傾向 

 全体としてやはり「高齢者の交通事故」や振り込め詐欺などの「特殊詐欺」被害が高い

水準で推移しているようです。 

 

 ・高齢者の交通事故については、交通不便地域で移動手段にやむを得ず（本人や周囲も

不安を感じながら）高齢者が自動車等を使用されているという側面があり、“交通不便”

をいかに解消するかという別の行政テーマとも関わる問題です。交通安全の啓発ととも

に、高齢者が自動車などを自ら運転せずに生活できる環境の整備も進めていく必要があ

ります。 

 

 ・振り込め詐欺などの特殊詐欺被害 

  加古川・明石・高砂署管内 

金融商品等取引名下 詐欺      約 8200万円 9件 

   架空請求              約 3500万円 4件 

   還付金詐欺              約 270万円 4件 



  西脇・社・加西署管内 

   オレオレ詐欺             約 300万円 1件 

  洲本・淡路・南あわじ署管内 

   オレオレ詐欺            約 1800万円 1件 

   還付金詐欺              約 250万円 1件 

ギャンブル必勝情報提供名下詐欺     約 2650万円 2件 

  三木・垂水・神戸西署管内 

   オレオレ詐欺                  約 300万円 1件 

架空請求詐欺                  約 900万円 4件 

還付金詐欺                  約 1300万円 12件 

金融商品等取引名下              約 8500万円  8件 

 

  特殊詐欺は電話一本でどこからでも行われる犯罪であるため、捜査範囲が広大になりま

す。国との連携はもちろん、何より県民と連携して周りの高齢者にこのような詐欺がある

ことと具体的にどのように防ぐのか（例えば、お金を請求されたら必ず○○に電話をして

相談する等）を話し合って頂くような周知の取り組みが不可欠です。 

 高齢化が進むなかで、老後の資金を奪っていくような犯罪は社会全体に暗い影をおとす

ものであり許すことはできません。特にこの種の犯罪は、比較的新しく予防や捜査方法が

十分に確立できていないという面があるので、特化して潰していくという態勢が必要だと

思います。 

 

○質疑応答 

 ①いじめに関して検挙が数件あるが、どういった内容のものか？ 

教師・学校との連携は取れているか？ 

 応答 

  ・傷害罪（殴るなどの暴行を加えけが）や器物損壊罪（家の鍵など持ち物を壊す）事例 

  ・学校での事件についても積極的に入り込めるよう意思疎通を図っているが、（ある署長

の感覚では）どこかでまだ「校内の問題は校内で処理したい（警察の力は借りたくな

い）という学校側の思いが感じられる」 

  → 以前であれば警察が介入していないようないじめについても、今はどんどん介入して

いるという印象を受けました。ただ、もっと酷いいじめであっても見落とされている

ケースもあるでしょうし、警察の介入で根本にあるいじめの問題が解決しないケース

も多いと思います。 

    大切なのは「学校がいじめについて（現在は）全てを解決できない」という事実を

認識し、受け入れたうえで警察の力を上手く借りて、どのような使い方・組み合わせ

がいじめ解決に最適であるかを検討していくことだと思います。 



 

 ②女性警察官のための設備（女性専用の更衣室・仮眠室・シャワー室・トイレ等）はある

か？ 業務を行ううえで女性警察官が不足しているという実感はあるか？ 

 応答 

  ・比較的新しい警察署（おおむね平成以降完成）については、整備されているところも

あるが、大半についてはシャワーがなく（道場にあるシャワーを男女共用で使用）仮

眠室やトイレについても不十分。 

  ・女性警察官不足の実感については「特に不足で重大な支障が生じるまでではない」 

→ただし、女性被疑者の取調べ（身体検査）や性犯罪被害者の相談など女性警察官にし

かできない役割も多く（今後も増加する可能性が高い）、現職の方に負担をかけ過ぎな

いためにも女性警察官の増員が求められていると感じました。 

 

○個人的なテーマ「待機宿舎および独身寮の維持・更新について」 

[調査データ] 

三木署管内 ：なし 

 垂水署管内 ：２宿舎   計５棟１９７戸 各ｓ44、47年築 

 神戸西署管内：１宿舎    １棟 ２０戸  ｓ50築 

 淡路署管内 ：１宿舎    １棟  ８室  ｓ55築 

 洲本署管内 ：１宿舎 １寮 ３棟 ２８室  ｓ44、46、49年築 

 南あわじ署 ：１宿舎    １棟  ６戸  ｓ59年築 

 西脇署管内 ：１宿舎    １棟 １２戸  ｓ52年築 

 社署管内  ：なし 

 加西署管内 ：なし 

 明石署管内 ：1宿舎 １寮 ５棟１３４戸  ｓ40、47年築 

 加古川署管内：１宿舎    ２棟 ４９戸  ｈ1、2年築 

 高砂署管内 ：１宿舎    １棟 ３２室  ｓ50年築 

        

 かなり築年数の経ったものもある中で入居率は概ね５割を超えており、待機宿舎の需要

があることが分かりました。加えて、淡路島など人口密度が低い地域においては、緊急を

要する場合など警察官に待機宿舎で生活をしてもらっていた方が対応しやすい。また、地

元の人と接する機会も増え安心感を与えることができます。 

 空き戸数はもう少し減らさなければなりませんが、建物の更新（統合を含め）の準備と

ともに、地方待機の推進にも取り組んでいきたいと思います。 

 

                                      以上 


